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SAR干渉解析による全国の活火山（４）
The Active volcanoes in Japan as viewed from the ALOS/PALSAR Interferometry (4)
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2006年 1月に打ち上げられた陸域観測衛星だいち（ALOS）に搭載されている PALSARは、L バンド波長帯であるた
め植生の影響を受けにくく山岳地帯でも干渉性が良いことから、活火山地域での地殻変動観測に有効である。
気象研究所では、2007年から北方領土を含む日本全国の活火山地域周辺を対象に SAR干渉解析を行い、火山噴火予知

連絡会および合同学会などにおいて報告を行っている。ALOS/「だいち」は現在まで順調に稼動しており、最長で約４
年分のアーカイブデータが蓄積された。2008年６月および８月に行われた面外制御操作により、基線長が長くなり干渉
解析ができない期間が生じたほか、北海道地域などでは積雪により干渉ペアが限られるなどの影響を受けたが、離島火
山を含めて短・長期間のペアにおいて干渉解析が可能となった。懸念された時間経過によるコヒーレンス劣化について
も，JERS-1衛星ほどの影響はなく、３年超のペアでも概ね良好な干渉結果が得られている。これまでに干渉解析により
吾妻山や霧島山新燃岳などで火山活動に関連した地殻変動が得られているほか、その他の静穏な活火山周辺地域におい
ても長期ペアでの面的な地殻変動の把握が可能となっている。本報告では長期ペアを中心に SAR干渉法による全国の活
火山周辺における地殻変動解析結果について報告する。

本解析で用いたPALSARデータの一部は、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災利用実証実験（火山WG）
に基づいて観測・提供されたものである。また、一部はPIXELで共有しているものであり、宇宙航空研究開発機構 (JAXA)
と東京大学地震研究所との共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSARに関する原初データの所有
権は経済産業省および JAXAにある。なお解析には、宇宙航空研究開発機構の島田政信氏により開発されたSIGMA-SAR
を使用させていただいた。また、干渉画像の描画についてはGMTを用い、その方法について北海道大学の奥山哲氏およ
び JAXA の宮城洋介氏に多くの助言を頂いた。ここに記してお礼申し上げます。
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